
医局（診療部門）・看護部・薬剤部
放射線部・臨床検査部・臨床工学部
栄養管理部・リハビリテーション部
診療情報課・経営情報課
地域連携室

7月22日（土）14：30～予定
場所：中央棟１階フロア
対象は入院患者様及び
その家族様を予定

お知らせ



赤穂中央病院 赤穂はくほう会病院 明石リハビリテーション病院

あそか会病院（東京）大阪暁明館病院

城南多胡病院（姫路）小国病院（姫路）

特養玄武会ヒルズ（赤穂）老健伯鳳会プラザ（赤穂）

わ
れ
わ
れ
は
皆

様
の
健
康
の
お

世
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、

保
健
医
療
や
福

祉
を
業
務
と
す

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

医
療
法
人
伯
鳳

会
、
社
会
福
祉

法
人
玄
武
会
、

社
会
福
祉
法
人

大
阪
暁
明
館
、

社
会
福
祉
法
人

あ
そ
か
会
、
医

療
法
人
五
葉
会
、

有
限
会
社
セ
ン

ト
ラ
ル
・メ
デ
ィ

カ
ル
・サ
ー
ビ
ス

が
グ
ル
ー
プ
の
主
た
る
法
人
で
あ
り
ま
す
。

医
療
法
人
伯
鳳
会
は
５
０
周
年
、
社
会
福
祉

法
人
大
阪
暁
明
館
は
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
な

ど
、
永
い
間
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
は
８
つ
の
病
院
を
中
心
と

し
、
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
老

人
福
祉
施
設
、
各
種
通
所
施
設
、
身
体
障
害
者

授
産
施
設
、
医
療
専
門
学
校
な
ど
６
０
を
超
え

る
事
業
所
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
の
展
開
い
た
し
ま
す
地
域
は
、
兵
庫

県
赤
穂
市
、
姫
路
市
、
明
石
市
、
神
河
町
、
尼

崎
市
、
大
阪
市
、
東
京
都
と
７
地
区
に
わ
た
っ
て

お
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
共
通
の
基
本
理
念
は
「平
等
医
療
、

平
等
介
護
」で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
使
命
は
、
「医
療

介
護
を
必
要
と
す
る
方
へ、
必
要
な
医
療
介
護

を
過
不
足
な
く
、
適
正
な
価
格
で
、
快
適
に
適

時
提
供
す
る
」
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

伯
鳳
会
グ
ル
ー
プ
の
保
健
・
医
療
・福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
皆
様
の
お
役
に
立
ち
、
皆
様
の
健
康
な
暮

ら
し
に
少
し
で
も
寄
与
す
る
事
が
出
来
れ
ば
こ

れ
に
勝
る
幸
せ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
伯
鳳
会
グ

ル
ー
プ
の
こ
れ
か
ら
に
御
期
待
く
だ
さ
い
ま
せ
。

東京曳舟病院（東京）

今
年
の
5
月
16
日
に

「
大
阪
陽
子
線
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
の
プ
レ
ス
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
聞
、

テ
レ
ビ
各
社
が
こ
ら
れ
、

ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
陽
子
線
治
療

は
「
陽
子
」
と
呼
ば
れ
る

放
射
線
の
一
種
を
使
っ
て
、
が
ん
の
腫
瘍
を
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
狙
い
撃
ち
す
る
治
療
法
で
、
従

来
の
放
射
線
治
療
よ
り
少
な
い
副
作
用
で
効
率

的
に
が
ん
を
治
療
で
き
る
と
し
て
、
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
施
設
に
は
「
加
速
器
」
と
呼
ば
れ

る
、
直
径
お
よ
そ
７
メ
ー
ト
ル
の
円
形
の
装
置

が
設
置
さ
れ
、
こ
こ
で
光
の
お
よ
そ
７
割
の
速

さ
ま
で
加
速
さ
れ
た
陽
子
が
、
患
者
が
い
る
治

療
室
に
送
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
腫
瘍

の
位
置
に
あ
わ
せ
て
、
陽
子
線
を
照
射
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
陽
子
線
治
療
が
受
け
ら
れ
る

施
設
は
、
大
阪
府
内
で
は
初
め
て
で
、
関
西
で

は
「
兵
庫
県
立
粒
子
線
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
続

い
て
２
か
所
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
８
月
に
開

院
し
、
11
月
か
ら
一
般
の
治
療
を
始
め
る
予
定

で
す
。

エントランス風景

大
阪
陽
子
線
ク
リ
ニ
ッ
ク
始
動

【主な施設紹介】 ※病院・クリニック、介護老人保健施設、特別養護老人ホーム、居宅介護支援事業所、訪問看護・介護事業所、デイサービス・
就労支援施設、看護・リハビリ養成校、健康増進施設など兵庫・大阪・東京で60以上の事業展開



はくほう会セントラル病院の広報誌「はくほうWalker」の第1号を手に取っていただき、あり
がとうございます。当院は、平成27年4月に医療法人伯鳳会の一員となり、新たな病院として再
出発をしました。その後、医療法人伯鳳会の「平等医療」の理念を尼崎の地で広めていこうと
当院の職員全員が力を合わせて頑張っています。発足後2年が経過し、この度、当院の広報誌
「はくほうWalker」を発行することになりました。今後、この広報誌を通じて、当院の紹介や
最新の医学情報を発信していく予定にしています。当院は昨年病棟編成を行い、従来から力を
入れてきた回復リハビリを中心に、高度急性期、急性期、回復期、慢性期と幅広い病状に対応
することが可能となりました。当院は最新の医療機器を備え、地域の方に安心、安全な医療を
提供できる体制を整えています。皆様に選ばれる病院を目指して、さらに成長してまいります
ので、今後も末永いお付き合いをよろしくお願いします。

はくほう会セントラル病院
院長 古賀正史

は
く
ほ
う
会
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院

開
院
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た

は
く
ほ
う
会
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
は
、
今
年

の
４
月
で
３
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
「
医
療
法
人
朗
源
会
」
か
ら
「
医
療

法
人
伯
鳳
会
」
へ
と
経
営
が
移
管
さ
れ
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
病
院
と
な
れ
る
よ
う
に
、

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
高
度

治
療
室
を
有
す
る
急
性
期
病
棟
、
療
養
病
棟
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
そ
れ

ぞ
れ
で
地
域
の
患
者
様
に
入
院
治
療
を
受
け

て
い
た
だ
け
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

救
急
外
来
、
一
般
外
来
に
お
い
て
も
地
域
の

患
者
様
の
健
康
を
守
る
べ
く
日
々
の
診
療
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
外
来
や
急
性
期
で
は
、

先
進
医
療
機
器
や
手
術
室
を
使
用
し
て
、
診

察
・
手
術
・
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
は
、

そ
の
病
床
数
は
尼
崎
市
内
や
阪
神
南
圏
域
内

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
を

実
施
す
る
療
法
士
も
１
０
０
名
を
超
え
ま
し

た
。
患
者
様
が
再
び
生
活
に
復
帰
で
き
る
よ

う
に
３
６
５
日
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
た
リ
ハ
ビ
リ

な
ど
、
先
進
技
術
も
導
入
し
て
い
ま
す
。
は

く
ほ
う
会
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
３
年
目
は
、
更

に
病
院
機
能
を
拡
充
す
る
な
ど
、
躍
進
で
き

る
よ
う
に
引
き
続
き
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

平
成
29
年
10
月
（予
定
）

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
増
床

は
く
ほ
う
会

セ
ン
ト
ラ
ル
病

院
で
は
、
平
成

２
９
年
１
０
月

（
予
定
）
に
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
の
増
床
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
中
央
棟
３
階
～
５
階

が
そ
の
病
棟
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
で
１
３
２
床
を
有
し
て
い

ま
す
。
１
０
月
（
予
定
）
に
は

８
床
増
床
し
て
１
４
０
床
に
拡

張
す
る
予
定
で
す
。
更
に
多
く

の
患
者
様
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
て
頂
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

【ご挨拶】
兵庫医科大学病院、尼崎新都心病院

では一貫して循環器疾患の治療（特に
カテーテル治療）や予防に取り組んで
参りました。カテーテル治療は橈骨動
脈（手首の動脈）アプローチによる身
体への負担の少ない検査・治療を行っ
ており、また造影剤による腎障害の予
防にも積極的に取り組んでおり、極力
少量の造影剤を使用する治療を行い腎
機能の悪化を予防しております。症例
によっては数cc程度の造影剤での治療
が可能です。当院でも同様な取り組み
を続け、患者さんへ優しい治療を目指
してまいります。

【舛谷 元丸 医師】

昭和63年 兵庫医科大学 医学部 卒業
平成11年 兵庫医科大学大学院 修了

医学博士
平成23年 兵庫医科大学 内科学冠疾患科

准教授
平成25年 佑成会西大阪病院 病院長
平成26年 済生会昭和病院 病院長
平成27年 医療法人財団

ﾋｭｰﾏﾝﾒﾃﾞｨｶﾙ尼崎新都心病院
理事長

平成29年 はくほう会セントラル病院 副院長



はくほう会セントラル病院リハビリテーション部で
す。私たちは４月より103名の部署となりました。
理学療法士（PT）、作業療法士（OT）、言語聴覚
士（ST）、リハ助手で構成され、医師の指示に基づ
き、患者様の治療を行います。

リハビリテーション部は、理念に基づき、日々患者様と向き合っています。

「患者様とのお約束」
①～③の行動を行うことを患者様へのお約束として取り組んでいます。

回復期リハビリ
（中央棟）

急性期リハビリ
療養リハビリ
（東棟）

外来リハビリ
訪問リハビリ

老健施設
リハビリ

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

尼
崎
市
・
伊
丹
市
で
活
動
中

平
成
２
８
年
３
月
に
開
始
し
た
「
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
も
地
域
の
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
ご

支
援
い
た
だ
き
、
１
年
を
超
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
１
０
０
名
を
超

え
る
利
用
者
様
と
の
ご
縁
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
「
ニ
ー
ズ
の
一
歩
先

を
ご
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
」
を
目
指
し
、

お
一
人
ず
つ
丁
寧
に
細
や
か
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
通
所
介
護
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

入
所
施
設
様
で
の
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

ご
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
宅

の
住
宅
改
修
の
立
ち
合
い

の
み
で
も
お
声
掛
け
い
た

だ
け
れ
ば
、
お
伺
い
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

リハビリテーション部では、患者様（利用者様）
に対して、回復・満足・喜びを引き出し、共に病気
や障害と向き合い支援することを大切にしています。
スタッフは100名を超えますが、大人数に埋もれるこ
となく、一人ひとりが専門家としての自覚と確かな
技術を持って治療することができるように運営を
行っています。
我々は、どのような状況でも諦めず、患者様の生

活を再建する事に全力で取り組んで参ります。

リハビリテーション部 課長代行 川端重樹

全
て
の
入
院
患
者
様
へ
の

リ
ハ
ビ
リ
３
６
５
日
実
施
体
制
へ

昨
今
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

で
は
３
６
５
日
リ
ハ
ビ
リ
が
可
能
な
病
院
が
全

国
的
に
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
当

院
で
も
、
祝
日
・
正
月
等
に
関
係
な
く
３
６
５

日
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
今
年
度
か
ら
は
、
急
性
期
病

棟
で
も
３
６
５
日
リ
ハ
ビ
リ
が
行
え
る
体
制
を

整
え
ま
す
。
急
性
期
で
こ
の
体
制
を
整
え
て
い

る
病
院
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
当
院
で
は
い

ち
早
く
体
制
を
整
え
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
急

性
期
治
療
中
の
患
者
様

が
寝
た
き
り
に
な
る
可

能
性
を
限
り
な
く
減
ら

し
、
褥
瘡
（
床
ず
れ
）

や
感
染
症
な
ど
の
危
険

性
も
減
少
す
る
よ
う
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

それぞれの分野で専門性を高めながら、
各分野が連携し、リハビリテーションを行います。



上肢機能訓練ロボット 臨床治験患者募集中
※詳しくはリハ部にお問合せ下さい

ニ
ュ
ー
ロ
テ
ッ
ク
と
は
、
我
々
の
使
命
『
神
経

障
害
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
治
療
す
る
』
よ
り

N
e
u

ro
n

（
神
経
）
とT

e
c
h

n
o
lo

g
y

（
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
）
を
掛
け
合
わ
せ
命
名
致
し
ま
し
た
。

は
く
ほ
う
会
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
は
、
平
成
２
９

年
1
月
4
日
よ
り
最
先
端
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ッ
ク
外

来
・
入
院
を
開
始
し
、
専
門
医
の
診
断
の
上
、
最

先
端
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療

法
、
電
気
刺
激
療
法
、
ロ
ボ
ッ
ト
療
法
、
再
生
医

療
〈
臨
床
研
究
中
〉
を
含
む
）
を
提
供
出
来
る
体

制
を
整
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
ボ
ツ
リ

ヌ
ス
チ
ー
ム
・
電
気
刺
激
チ
ー
ム
・
上
肢
ロ
ボ
ッ

ト
チ
ー
ム
・
下
肢
ロ
ボ
ッ
ト
チ
ー
ム
・
再
生
医
療

チ
ー
ム
な
ど
各
専
門
チ
ー
ム

を
中
心
と
し
て
当
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
底
上
げ

を
し
て
参
り
ま
す
。

神
経
障
害
に
よ
る
運
動
麻
痺
は
十
分
な
範
囲

を
自
分
で
動
か
せ
な
い
と
、
回
復
が
難
し
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
関
節
が
固
ま
っ
て
し
ま
い

（
関
節
拘
縮
）
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し

た
り
、
痛
み
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
分
で
手
足
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
く
て

も
、
電
気
刺
激
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
筋
肉
の

動
き
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
動
き
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
自
分
で
手

足
を
動
か
せ
る
範
囲
を
拡
大
し
、
脳
に
自
分
の

手
足
の
動
か
し
方
を
再
学
習
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
運
動
麻
痺
を
改
善
さ
せ
る
事
が
出
来
ま
す
。

損
傷
し
た
神
経
回
路
の
再
構
築
の
た
め

に
、
ご
本
人
の
骨
髄
を
採
取
し
、
細
胞
を

培
養
し
ま
す
。
培
養
し
た
細
胞
を
点
滴
で

体
内
に
戻
し
ま
す
。
投
与
し
た
細
胞
が
神

経
回
路
を
修
復
し
て
く
れ
る
効
果
を
期
待

し
て
お
り
、
他
先
端
リ
ハ
ビ
リ
と
の
相
乗

効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

『
脳
梗
塞
に
対
す
る
自
家
骨
髄
由
来
間

葉
系
幹
細
胞
を
用
い
た
臨
床
研
究
』
と
し

て
厚
生
労
働
省
に
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

医
長

貴
寶
院

永
稔

リハ部では、リハ科医長 貴寶院医師と協力し
て、療法士に対して、先進リハビリの考え方
や技術習得のための勉強会を開催しています。
多くの患者様に「ニューロテックリハビリ」
を受けていただくにあたり、
安全で効果的に治療が行えるよう
に努めています。
また、関係する外部
研修、学会にも積極
的に参加しています。

ニューロテックリハビリの内容って？？

注
射
に
よ
り
マ
ヒ
な
ど
で
硬
く
な
っ
た

筋
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

・
手
足
が
動
か
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
関
節
が
固
ま
る
こ
と
を
予
防
し
ま
す
。

・
関
節
の
変
形
を
予
防
し
ま
す
。

・
リ
ハ
ビ
リ
が
行
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
痛
み
を
和
ら
げ
ま
す
。

・
介
護
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

※

効
果
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

当
院
は
世
界
初
の
ロ
ボ
ッ
ト
治
療
機
器
で

あ
る
医
療
用H

A
L

を
導
入
し
ま
し
た
。
ま

た
、H

o
n

d
a

歩
行
ア
シ
ス
ト
も
導
入
し
て

い
ま
す
。
腕
の
動
き
を
練
習
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

を
使
用
し
た
臨
床
治
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
可
能
性
と
、
療
法
士
の
技
術

を
融
合
さ
せ
て
、
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
病
気
や
障
害
は

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
患
者
様
の

「
も
う
一
度
歩
き
た
い
、
手
足
を
動
か
し
た

い
」
と
い
う
想
い
を
全
力
で
支
援
し
ま
す
。

お
困
り
の
場
合
は
、
是
非
一
度
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ニューロテック
安全・効果的
に実施するため
のリハ部の活動
について

注
射
で
筋
肉
を
柔
ら
か
く

細
胞
で
神
経
を
修
復

「
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
可
能
性
と

「
人
」
の
技
術
力
で
治
療

電
気
で
筋
肉
を
動
か
し
て

手
足
の
動
き
を
脳
で
覚
え
る



＜内科＞
一般の内科疾患をはじめ、多様化、専門化する内科疾患に対して 各内科医が専門性（糖尿病、消化器疾患、睡眠時無呼吸、
禁煙など）を持って診療に当たっています。専門外来では、「糖尿病外来」「禁煙外来」も行っています。また、内視鏡検
査も実施しています。
＜外科＞
外来では主に外傷と肛門疾患から消化器疾患を中心に診療しています。悪性腫瘍の手術から一般外科、また毎週木曜日は尼
崎の輪番にも対応し、緊急手術にも対応しています。人員は2人と微力ながら他科の先生の協力を得て、がんばっています。
＜脳神経外科＞
当科では、市中病院としての役割として、主に脳卒中を中心に、園田地域だけでなく、来院される周辺地域の住民に、良質
な医療を提供することを心がけております。また、脳卒中の予防医学にも取り組み、脳卒中後の生活習慣病にも対応してお
ります。患者様の状態に合わせて、脳卒中の急性期入院から、外来での通院まで、役立てれば幸いです。よろしくお願いい
たします。
＜整形外科＞
整形外科では、主に外傷、関節疾患（リウマチ、変形性関節症等）、脊椎疾患（腰部椎間板ヘルニア、脊柱管狭窄症等）の
治療を行っています。外傷について、手術が必要な場合は、麻酔科藤田先生のご協力もあり、早期の対応が可能となってお
ります。昨年の手術件数は152件で、その約半数（72件）は外傷でした。
＜循環器内科＞
当院循環器内科は地域密着型のプライマリーケアの充実を目標に掲げ、近隣の開業医の先生方との連携を重視しています。
虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）、心不全、不整脈、全身の動静脈疾患などを対象として少人数ですが迅速かつきめの細
かい医療を目指しています。胸痛、動悸、息切れ、高血圧、下肢や全身のむくみなどの症状に対して紹介をいただけたら、
血液検査、レントゲン、心電図検査はもちろんエコー検査も可能な限り当日中に行い、東芝社320列CTで冠動脈、肺血管、
全身の動・静脈の検索を行うことができます。また心臓MRI、ホルター心電図、血管造影装置（2台）を駆使し大病院と同等
程度の医療を提供することができます。基幹病院に紹介しにくい不定愁訴や、判断のしにくい症状を含め超高齢者の患者様
にもいつでも対応させて頂きます。
＜麻酔科＞
手術麻酔全般と周術期疼痛管理を担当しています。患者様の不安や恐怖などのストレスを可能な限り軽減して、安全で痛み
の無い快適な手術を受けて頂けるように主科と協力して周術期管理に当たっています。自分自身が受けたいと思える麻酔管
理を患者様に提供することを心がけています。
＜放射線科＞
地域医療機関や院内各診療科からのCT・MRI検査依頼に対し、迅速な対応（読影）を目指しています。患者様には安心して
検査を受けていただけるよう努めます。
＜リハビリテーション科＞
リハビリ科では、前法人から20年以上の長きにわたり急性期～慢性期における幅広い疾患の患者様を対象にリハビリテー
ションを提供してきました。特に脳血管疾患・脊髄疾患・神経疾患等のリハビリテーション領域では格段の進歩を続けてお
り、最先端のリハビリテーション（詳細は本誌「特集2」）を提供出来る体制を整えました。また、昨年開始したダンス外
来はヨーロッパなど遠方から患者様が来院されるなど人気の外来に成長しました。更に、各種専門チームを立ち上げること
で、病院スタッフの意識・教育・技術の底上げを目指しております。今後も、患者様や地域医療に貢献出来る様に日々努力
致します。リハビリテーション科は日々ご協力いただいているスタッフへの感謝
を忘れること無く、皆さんとともに地域医療と病院の発展に貢献できるよう努力してまいります。

伯鳳会へ法人移管して3年目を迎え、これまで病院機能を再稼働させたり、新たな加算・施設基準を取得して
きました。昨年6月に中央棟4Fで入院基本料Ⅰを取得し、8月には同病棟で体制強化加算2も取得。9月には休
床していた20床をオープンさせ病棟編成を行い、療養病床43床新規開設。急性期病床57減床させ65床（う
ちHCU5床新規開設）。回復期病床4増床させ132床。12月には中央棟5Fでも入院基本料Ⅰを取得し全回復
期病床が入院基本料Ⅰとなりました。また、先進リハビリ（ロボットリハ、再生医療、電気治療、ボトックス
治療）に積極的に取り組んでいます。本年10月（予定）には増床に伴う病棟編成を予定しています。これから
も、地域のニーズに合わせ、素早く柔軟に対応の出来る病院を目指していきたいと考えています。

経営管理部
部長代行
伊藤 仁

看護部
部長

仲川 八千代
日本は、まさに少子超高齢化社会に突入し、これまで『病院完結型』の医療から『地域完結型』の医療へとシ
フトしてきました。当院のように地域に密着した民間病院は、暮らしと医療を切り離さず、高齢者が住み慣れ
た地域で安心して最後まで暮らせるように支援することが使命であり、看護部としても最重要課題と考えてお
ります。その関わりの中で、看護部は理念に掲げた 『 LOVE（愛）ある看護』 の基、患者様お一人おひ
とりが、その人らしく生きていっていただくためのお手伝いをします。また、看護部スタッフ一人ひとりがや
りがいを見つけ、それぞれにスキルアップができるように、これまでの教育体制の見直し、個々に合ったキャ
リア支援を行っています。そして、今よりも『強くしなやかな看護部』を作り、地域の方々はもちろん、職員
からも『選ばれる病院』にしていきたいと考えております。

地域連携室では、医療ソーシャルワーカー（4名）と事務員（2名）が他医療機関からの紹介患者様を、お受けす
るための窓口としての業務や、それに係る調整を行っております。また、外来通院中または入院中の患者様やご家
族様からのご相談に応じ、安心して療養生活を過ごしていただける様に、親しみやすさとフットワークの軽さを
モットーに、日々業務を行っております。お困りごとがございましたら、ご相談ください。

【開室時間】
（月） ～ （金）8：30 ～ 17：30 （土） 8：30 ～ 12：30 ＊日曜・祝日・年末年始は閉室となります。
【電話・FAX】 06-4960-6820（直通） 06-4960-6707（直通FAX）

創刊号
企画

私たち診療情報課スタッフは「患者様の立場になって考え、思いやりの心で接する」ように、適正な請
求業務を理念とし患者様により良い医療を提供できるように心掛けています。業務内容としては、
外来初診・再診の受付、入退院の受付、各種お問い合わせ（治療費等）を行っております。また、診療
行為の計算や診療報酬明細書の作成、外来治療費、入院費の会計業務を行っています。
『笑顔』、『思いやりの心』、『待ち時間の短縮』、『適正な請求』、『知識向上』を日々の目標とし
て、スタッフ全員で努力してまいります。



看護部は、外来部門（一般外来、救急外来、手術室、カテーテル室、内視鏡室）と昨年よりオープン
した療養病棟とHCU（高度治療室）を含む急性期病棟、回復期リハビリ病棟を合せて7病棟、8部署
に分かれて業務を行っております。平成29年6月現在、看護師125名、看護助手43名、クラーク5
名、総勢173名となっています。平均年齢39.2歳（急性期は36歳）です。このようなスタッフで、
患者様の診療や治療の補助や日常生活援助などをさせていただいております。そして、患者様の一番
近くで関わる私たちは、チーム医療のキーパーソンとしての役割も担っており、患者様からの声を
チーム内に届けております。これからも患者様が満足いただけるように、
みんなで力を合わせて頑張りますので、どうぞ宜しくお願いします。

『迅速 精確 笑顔』
臨床検査部はこの理念を基に、検体検査は血液・尿・便などの検査を、生理検査は超音
波、心電図、睡眠時無呼吸症候群などの検査をしています。迅速かつ精確に笑顔で実施
し、患者様の診断・治療を支援させて頂いています。また、チーム医療の一構成員とし
て診療や各種委員会活動に積極的に取り組んでいます。

入院中または外来通院中の患者様やご家族様に向けて、「分かりやすく、続け
られる」栄養指導を行っています。栄養指導は「難しい？」「厳しく言われそ
う…」「大変そう」そんなことはありません。私たちとの話からできることを
見つけ、無理せず、少しずつ改善していきましょう。

薬剤部では、入院調剤業務、病棟業務（服薬指導）、DI業務、医薬品の管理業務を行っ
ています。さらに、後発医薬品の採用拡大、外来から入院調剤までトータルの医薬品の
適正使用に努め、患者様の健康と利益の向上に寄与し続けたいと考えております。
薬に関するご質問は何でも私達にご相談ください。

リハビリテーション部は、「良質なリハビリテーション医療を提供し、その人らしい生き方をサ
ポートする」ことを理念に掲げ、患者様の生活再建を全力で支援するように努めています。リハ
ビリテーション部には理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が所属しています。我々は患者様の
パートナーとして、共に病気と闘います。

放射線部は診療放射線技師が集まり、レントゲン・CT・MRIなどの検査を行っている
部門です。医師からの要望に応えるため、出来るだけ情報量の多い画像を提供すると共
に、患者様に思いやりをもって接し、被ばく線量低減に努め、撮影・検査内容について
わかりやすく説明し業務を行うよう心がけています。
放射線に関するご質問は、私達に遠慮なくご相談ください。

臨床工学技士とは?
病院で医師以外の診療補助に従事する看護師や各種の医療技術者のことをメディカルスタッフと呼んでいます。臨
床工学技士はメディカルスタッフの一職種であり、現在の医療に不可欠な医療機器のスペシャリストです。今後
益々増大する医療機器の安全確保と有効性維持の担い手としてチーム医療に貢献しています。現在、新たな取り組
みとして、ＣＰＡＰ（持続陽圧呼吸療法）におけるフォローを行っております。親身になって患者様と2人3脚とな
り、より良い睡眠をとっていただこうと思っております。睡眠に関して不安ありましたら、お声掛けください。

経営情報課は、患者さまと病院とを結ぶ機能および、医療スタッフの支援を積極的に行っており
ます。業務内容は、総務、経理、人事、システム、施設管理、資材の係に業務を分け担当しております。
総務・労務は、給与関係や行政への手続きなど、事務業務人事は人材の確保のための求人活動や職員の昇
進昇格に伴う手続き等、経理は日々の会計処理、月次決算、年度決算に関する財務諸表などの作成、シス
テムは電子カルテや通信機器などの管理、施設管理は空調設備や給排水設備などの大掛かりなものから、
照明機器などの小さいものまで設備・機器の管理、資材は病院運営に必要な消耗品・医療材料の購入、在
庫管理を行っています。経営情報課はこれからも、常に迅速性、正確性、効率性を意識した業務を心がけ、
健全な病院経営の視点から業務を考え、仕事の改善を行い続けます。



医療法人伯鳳会
はくほう会セントラル病院
兵庫県尼崎市東園田町4丁目23番1号
TEL：06-4960-6800（代表）
FAX：06-4960-6900

昨年度、伯鳳会グループ、はくほう会セントラル病院のホームページをリニューアルしました。当院をご利
用いただく全ての方々に、見やすく、分かり易く情報をお伝えできるように努めて参ります。

はくほうかい
ホームページ アドレス http://www.amahakuho.jp/

（Facebook, Inc.）

【編集後記】
はくほう会セントラル病院が開院して2年が経ちました。当初から
「広報誌」を発刊する企画は出ていましたが、なかなか思う様に進
まず、このタイミングでの発刊となりました。この２年間は目まぐ
るしく体制を変化させ、ようやく安定してきたように思います。病
院広報委員会も設立され、今後は更に当院を知って貰える機会を作
り出していきたいと思います。
「広報誌」を作る過程で、色々ご協力を頂いたり、ご意見を頂い

たりで調整は前途多難でしたが、完成・発刊できて安堵しています。
少しでも多くの方々の目に触れることを願っています。

はくほう会セントラル病院 広報委員会一同

阪急園田駅に看板を設置
阪急園田駅に当院の案内看板を設置しています。
是非ご覧ください。

診療科によっては、午前・午後、曜日により診察がない場合
や、担当医師の学会等への参加のため休診や代診をする場合
がありますので、お電話や下記の外来診療担当表などであら
かじめご確認の上、ご来院下さい。

平成29年7月1日 発刊

午前診 午後診

9:00～12:00 14:00～16:30

部屋NO. 診察室(1) 診察室(2) 診察室(3) 診察室(4) 診察室(5) 診察室(6) 診察室(7) 診察室(9)
診察室
(10)

（予約制）

専門外来
診療科 外科 内科 循環器 脳外科 整形外科 整形外科 リハビリ

月

心臓血管外科

―

循環器内科
生活習慣病

磯部

糖尿病内科

岡 上坂
川津

（再診）
高田

（初診）
足立

フットケア外来
(ペースメーカー外来)

－

心臓血管外科

山田 舛谷 古賀 岡 山田

火 － － － 井上 米田

循環器内科
生活習慣病

― 杉谷 ― 山本 ―

嚥下・
装具外来

リハ外来

舛谷 菅 足立

水 ― ―

循環器内科
10時～12時

古城 米田 岡 上坂
川津

（初診）

杉谷
（再診）

山本
脳外科

― ―

弓場 吉村

木 ― ― ― 磯部 兒玉 豊福
一般内科

高田
（再診）

杉谷
（初診）

西村
糖尿病内科 整形外科

14時～16時
―

松村 古賀 杉谷

金

ニューロテック

―

循環器内科
生活習慣病

井上 兒玉 岡 上坂 川津

心臓血管外科

東

内科
禁煙外来

14時～16時
ダンス外来 心臓血管外科

貴宝院 舛谷 山田 米田 足立 山田

土 ― ― ―

磯部
（第1・3・5）

米田 豊福 ― 高田 ―

田中
(第1・3・4)

－
井上

（第2・4）

菅/田口
(第2・5)


